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 「モノとミライの作り方」 
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志への挑戦 

 Dreamcatcher Project 2014（DCP）は、昨年、未来を担う子ども達の良き支援者を創出していく

目的でスタートを切りました。初めての事業として、児童養護施設の小学生（未就学児童を含
む）43名と大人43名がペアで港区内の観光名所を巡り、子ども達にも喜ばれると同時に大人
の参加者にとっても気付きの機会となり一定の評価をいただくことができました。 
 一方で、児童養護施設には小学生を対象として様々なボランティア団体が訪れているという
現実もあり、施設としては、それよりも18歳で施設を出て自立しなければならない児童に対して

の支援を切実に求めているという事実がありました。彼等は夢を持つ以前に生活しなければな
らないという厳しい環境で、職業像となるような身内もなく、狭い選択肢の中で将来を生きようと
しています。 
 本年度、DCPは中高生に向けた事業にチャレンジします。中高生というのは多感な時期で、

施設長や職員の方々からも、参加者を募り行事を成立させるのは非常に難しいとのお話を伺
いました。それでも、職業体験や多様な職業の話は必ず彼等の将来につながり、大人の気付
きにつながり、この交流そのものが豊かな地域社会につながると考え取り組んで参ります。 
 志への挑戦。本年度もご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
公益社団法人東京青年会議所 港区委員会             副委員長     小松健二 
                          実行委員長    齋藤玲奈 
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DCP2014について 

• 目的 
 一般市民や企業と児童養護施設の交流契機の創出を通じて、お互いがより多くの隣人を理解し、感謝
し合い、活かし合う、豊かな地域社会を創ること 
 

• 社会背景 
 全国の児童養護施設には約３万人の児童が暮らし（厚生労働省2013/10月時点）、ボランティア活動の

一環として社会からも一定の目線が注がれている。施設の実情は以前「孤児院」と呼ばれていた頃とは変
わってきており、実際には孤児は少なく入所理由も家庭環境不良、児童虐待等が圧倒的に多くなっている。 
 昨年度、本件新規事業の開始によって施設との交流を重ね、施設のことをもっと広く一般に知ってほし
い、子どもたちは精神的に敏感であり継続的な関係構築が大切である、施設にいる間ではなく社会に出
る時のハードルの高さが課題になっている等、あらためて施設の課題を認識するに至り、本事業も今後こ
うした課題に取り組むことが求められている。 
 2012年の全国出生数は103万7101人、本格的な少子化とグローバル化が進み、多様性が重用視される

社会において、一人でも多くの貴重な人材がポジティブに社会に貢献していく環境を創っていくことは、こ
の国にとっても重要な意味を持つ。 
 

• 昨年度からの引継課題 
 (1) 大人にとって参加しやすい形態（昨年度は拘束時間が長く、その面でハードルがあった） 

 (2) 18歳の自立に向けて、中高生の就業支援につながるテーマ 
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DCP2014 イメージ 

･未来を担う子ども達をサポートしたい 
・児童養護施設のことを知らない 
 （どんな子どもがいるのか等） 
・誰に聞いたらよいかわからない 
･どんな支援が求められているのか 
･一人でやるには勇気がいる 
･児童養護の情報を他の人や団体と
共有したい 
・一から関係を築くのは大変そう 
・多彩な人材を採用したい意識はある 
･きっかけがない 

児童養護施設 

・以前に比べれば状況は良いものの、
まだまだ支援が必要 
・一般の人の出入りが皆無 
・支援はありがたいが、ニーズと合わな
いこともある 
・規模の大きなボランティアを一回して
もらうよりも、些細な事でもいいから継
続してほしい 
・施設について、正しく理解してほしい 
・本当は、18歳で施設を出る時が一番
の課題 

ブリッジの役割 一般社会人・企業 

・呼びかける、知ってもらう 
・行動のきっかけ作り 

・児童の将来につながる支援 
・信頼できる大人の紹介 

7/26 
Sat. 

製造業体験 
職業の話 
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開催概要（案） 

開催日： 2014年7月26日（土） 9:00〜16:30 
 
内容： 
  一日製造業体験イベント＠Makers’ Base 
  木工・金工・3D機器・シルクスクリーン・縫製・陶芸など 
 
参加者：  
 ・ 児童養護施設の中高生： 20名 
 ・ 大人（一般企業/JCメンバー）： 35名前後 
 ・ 他スタッフ： 15名前後 
 計70名前後を想定 
 
・中高生一人につき大人一人のペアとし、 
 ２ペア一班を基本に制作・交流を行う 
・制作指導：Maker’s Base担当者 
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■ Dreamcatcher Project 2014 「モノとミライの作り方」 



開催概要② 当日スケジュール 

2014年7月26日（土） 
8:30  受付開始 
9:00  開会 ＜説明会＞ 
9:30 中高生集合、開会 
     ペア組み・班分け、オリエンテーション 
     班別レッスン、制作開始（ワークショップ方式） 
11:30 昼食 （盛付けが楽しめるケータリング） 
12:30 制作開始（続き） 
14:30 制作完了 
     作品鑑賞、意見交換など 
15:30 中高生現地解散、帰宅 
15:45 反省会（大人のみ） 
16:30 終了、解散 ⇒懇親会へ 6 



参考資料： Makers’ Baseについて 

http://makers-base.com 
製造業のためのSOHOとして、2013年9月に設立。 
 
製造には高価な機器やスペース、環境が必要であり、通常は 
一人で取り組むことは難しいとされる中、それらをシェアして 
一人製造業を応援する。 
木工・金工・3D機器・シルクスクリーン・縫製・陶芸などに必要な 
道具が揃い、使い方を教えてくれるスタッフもいる。 
 
合わせて販売ルートも提供しているという特徴がある。 
企業からの制作依頼にも対応するなど、活動範囲拡大中。 
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Makers' Base 
住所：東京都目黒区下目黒2-5-12  
TEL : 03-5719-6580  
FAX : 03-5719-6581 

http://makers-base.com


注意事項① 
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【お約束事項】 
◆写真撮影について 
個人情報と子ども達の入所理由の背景から、参加者の写真撮影は固くお断りしています。子ども達を守るためご協力をお
願いします。当日は、担当カメラマンのみが写真撮影を行います。 
※施設からの許可を得て、撮影しています。 
  
◆飲酒・タバコについて 
子どもによっては、時に嫌な記憶がフラッシュバックすることもあり、また未成年の飲酒・喫煙を防ぐ為、観光中の飲酒、喫
煙はお控え下さい。また、子供を１人残しての飲酒・喫煙は絶対におやめ下さい。やむを得ない場合は、近くのスタッフにご
相談下さい。 
 
◆連絡先について 
連絡先の交換は絶対に行わないで下さい。 ※SNSのつながりもNGです  
 

【参加の心構え】 
１．ペアとなった子供（パートナー）と真摯に向き合い、常に一緒に楽しみ行動すること 
２．お互い名前（ニックネーム）で呼び合うこと（君やあなたで呼ばない） 
３．児童養護施設の子どもと意識せず、普通に接すること 
４．他に気を取られ、自分のパートナーへの注意が疎かにならないこと 
５．他のペアとの公平性を保つこと（特別に何かを買って上げる等はNGです） 
６．できない約束はしないこと （例：約束もしていないのに、今度施設に遊びに行くよ等、軽い口約束など） 
 



注意事項② 

9 

 

【ボランティア活動における注意事項】 
１．イベント後、子どもたちと個人的に連絡を取らない  
  ・連絡用の窓口を設けるので、必ず窓口を通してやりとりを行って下さい 
２．子どもたちと金銭のやりとりをしない ※贈り物、飲食のご馳走もNGです 
３．子どもたち及び、参加者に宗教などの勧誘や営業活動をしない 
４．活動を通して知ったプライバシーに関わる情報や個人情報は口外しない 
５．困ったときや、おかしいと思ったときは、必ず事務局に相談する 
６．自立した社会人としてのマナーを守る 
  ・遅刻をしない、締切を守る、反社会的行為をしない 
  ・電車のある時間に帰宅させる、未成年に喫煙や飲酒をさせない 
 

最後に先輩社会人としてお手本となる行動をお願いします！！ 



参考資料： 児童養護施設とは 

親からDVを受けて保護された子、身寄りのない子、両親の金銭的事情が
背景にある子など、様々な理由で養護が必要と判断された子ども達が一
緒に暮らしている施設で、主に2歳～18歳の児童達が家族の様に生活し
ています。 

一般的に“手の付けられない子ども”や、“身体的障害を追った子ども”が
入所していると誤解されがちですが、児童は皆、普通の子と同じ様に学校
に通い、遊び、日々生活をしています。最も大きな違いは、両親と一緒に
暮らす代わりに、似た境遇の児童達と共同生活をしている点です。 

自分の意志とは関係なく施設へ連れて来られた児童の心には深い傷が
あり、その根底には必ず親の問題があります。親の8割は健在にも関わら
ず、別々に暮らさなければならない環境は、児童の心を歪ませ、“愛着障
害”を引き起こすケースも少なくありません。いずれも親からの愛情を十
分に知らずにいる事が最大の原因になります。 

10 



児童養護施設に関する主な課題 

1. 親の愛を十分に受けていない【児童】 

 ・人（特に大人）との接し方がわからない 

 ・問題児や非行など、様々な原因となる 

 

2. 社会との繋がりが不十分【施設】 ※職員も施設従事の為、社会との繋がりが十分ではない 

 ・児童養護施設への社会的認知度が低い 

 ・一般人の訪問が皆無（施設に関係のある人物しか出入りしない） 

 

3. 高校卒業後は自立しなければならない【児童】 

 ・生活費、学費（大学、専門学校進学の場合）の問題 

 ・保証人探し（アパートや奨学金）の問題 

 

 補足１：学費の面で多くの児童が就職するが、人との接し方を十分経験してきていない為、 

     人間関係の問題から長続きしない場合が多い。 

     あるいは本人は頑張っているつもりだが、会社に要求されているレベルまで 

     至らない為、本人の意志とは関係なくリストラされてしまうケースがままある 

 補足２：進学できた場合も、生活費と学費を稼ぎながら勉強しなければならない為、 

     一般の学生と比べると非常に厳しい環境で生活している 
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退所後の生活 

厚生労働省2008年調査 

・中学卒業後の98.5%が高等学校等（専修学校、職業訓練施設も含む）に進学 

・高校卒業者の18.2%が大学等（短大、専修学校、職業訓練施設も含む）に進学 

 （日本全国は68.6%（平成21年学校基本調査（文部科学省）） 

高校進学率は一般化し、大学進学率も年々高まっているが、大学進学は学費の面で厳しい場合も多い。
高卒後の就職は、73.4%となっている。 

 

児童養護施設の子どもは9.3％が中卒で施設を退所し、そのうち約半数が卒業の翌年度中に転職を経
験している。高校中退は7.6％となっている。 

虐待や親からの遺棄などの理由で児童養護施設に保護された子どもも施設退所後に生活困窮に陥り
やすい。婦人保護施設長によると、そこで育った子どもは進学しなければ中卒でも施設を退所しなくて
はならず、10代女性では行きずりに近い同棲後に妊娠し、相手の男性は姿を消し、婦人保護施設に入
所するという例は後を絶たず、そうでなくとも施設退所後に性産業に従事して未婚の母となる場合もあ
る。傾向としては、婦人保護施設の10代出産利用者ではひとり親家庭や生活保護受給者も多い。これ
らの10代の母は生活経験が乏しく、低学歴・就労経験不足して育児に危険性が伴う。 

児童養護施設出身者がまたその子どもも児童養護施設に預けるという「負の連鎖」「貧困の世代間再生
産」も起きている。 
保証人の問題で、進学や就職ができずにホームレス状態に陥ってしまうケースがある。 
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